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市民と市長の日

「市民と市長の日 l を5月2日(jJ)午

前 9時から午後4H寺まで、市役所3階
市長室で行います。 お気料におでかけ

くださし、。

農地問題相設日

「農地問題相談」を 5fJ 2日(tll午前
8時30分から午後h時ま で、市役所!

階農業委員会事務局で行L、ます jj'1¥ 

軽におでかけくださし、。
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だ 昭和58年 4月16日一一一 (2)ー

4
月
初
日
ス
タ
ー
ト
で
す

きょうのあなたは
どの方法ですか?

1 .事業所、労働組合の

協力で時差出勤

~ 2. 10日に 1度はマイカ一通勤

をやめよう(ノーカーデー)

3.近距離(4km未満)の人はバ

イク・自転車で出勤

4.気分を変えてパス・電車で出勤

えつ広報... ~ 885号

市
で
は
、
五
月
一
日
か
ら
「
市
政
提

言
電
話
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た。

「
あ
な
た
の
協
力
ゆ
と
り
の
通
勤

マ
イ
ナ
ス
一

0
0
0
台
運
動
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
た
交
通
渋
滞
解
消
運
動
が
、

こ
の
四
月
二
十
五
日
聞
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
時
差
出
勤
な
ど
四
つ

の
方
策
か
ら
な
っ
て
お
り
、
朝
の
通
勤

時
に
集
中
す
る
マ
イ
カ
ー
約
一
万
台
を

一
千
台
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ラ

イ
ラ
の
な
い
ゆ
と
り
あ
る
通
勤
を
実
現

き
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

す
で
に
、
市
内
主
要
幹
線
道
路
四
十

か
所
に
は
「
パ
ス
・
電
車
に
乗
り
換
え

よ
う
」
な
ど
の
立
て
看
板
を
設
置
し
た

り
、
各
事
業
所
や
自
治
会
に
は
ポ
ス
タ

ー
三
千
枚
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、

マ
イ
カ
ー
通
勤
者
に
は
、
ス
テ
ッ
カ
ー

(
左
図
参
照
)
二
万
九
千
枚
を
配
布
し

て
、
市
民
皆
き
ん
の
御
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
を
定
着
さ
せ
る
に
は
、
マ

イ
カ
ー
通
勤
者
は
も
ち
ろ
ん
、
マ
イ
カ

ー
通
勤
者
が
勤
め
る
事
業
所
の
事
業
主

及
び
労
働
組
合
の
皆
さ
ん
に
も
運
動
の

主
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
事
業
所

ぐ
る
み
の
積
極
的
な
協
力
が
、
ぜ
ひ
と

も
必
要
で
す
。
あ
な
た
自
身
で
考
、ぇ、

あ
る
い
は
事
業
所
ぐ
る
み
で
話
し
合
い

そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
に
合
っ
た
方
法
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
き
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
提
案
や
要
望
に
対
し
て
は
、
後

この運動のシン ボルマークです。

(7イカ一通勤の皆さんには、

ステ 、カーにしてお百己りしてあります)

あ
な
た
の
お
名
前
と
御
住
所
を
は
っ
き

り
お
っ
し
ゃ
っ
て
か
ら
、
提
言
内
容
を

お
話
し
く
だ
さ
い
。
お
話
の
時
聞
は
五

一市の施設を見る会二家族そろって大掃除

今年は5月24日から実施

例年、秋に実施している「市の施設を見る会」を、

今年は 5月24日ω、25日閥、 26日附の 3日間行います。

詳しい日程や募集要領など詳細については、 5月 1日

号の「広報うえだ」を御覧ください。

5月は春の大掃除月間

春の大掃除の実施時期は、

5月いっぱいです。家族みんな

で大掃除を行い、病害虫の発

生源をなくして、清潔て性みよ

い生活環境を築きましょう。



この遇
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市
で
己
、
五
月

一
日
か
ら
「
市
政
提

苦
口
需
抱
話
回
」

b
c
和
叫
哩
直
十

v
'也
、
』
L
L
h
i山

l
レ
寺
。
ー
し

た。
伺
叫
介
位
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
政
を
結

r口
出
絶
ポ
動
と
し
て
は
、
市
民
、
介
。
パ
一
五

の
日
」
{
毎
月
一
日
)
、
「
提
言
箱
こ
だ
ま
」

(
市
役
所
、
八
十
二
銀
行
上
回
支
庖
、

中
央
・
塩
田
・
川
西
各
公
民
館
の
五
か

所
に
設
置
)
、
「
市
長
き
ん
に
聞
く
」
(
市

内
三
有
線
放
送
)
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。今

回
、
新
し
い
試
み
と
し
て
ス
タ
ー

ト
す
る
市
政
提
言
電
話
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
身
近
な
こ

と
、
市
政
に
取
り
入
れ
て
欲
し
い
こ
と

な
ど
を
、
手
軽
に
電
話
で
提
言
し
て
い

た
た
こ
・
7

t
ぃ‘
7
も
の
で
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
提
案
や
要
望
に
対
し
て
は
、
後

目
、
文
書
で
回
答
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
市
政
を
」
進
め
る
上
で
参
考
に
な
る

提
言
な
ど
は
、
今
後
の
施
策
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

電

話

の

か

け

方

市
政
提
言
電
話
は
、
秘
書
課
に
置
か

れ
、
開
設
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

八
時
ま
で
で
す
。
電
話
番
号
は
、
二
五

|
二
五
三
九
で
す
。
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と

「
こ
ち
ら
は
、
上
田
市
政
提
言
電
話
で

ご
ざ
い
ま
す
。
合
図
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

皆さんからの提言は、受話機を通して録音されます

あ
な
た
の
お
名
前
と
御
住
所
を
は
っ
き

り
お
っ
し
ゃ
っ
て
か
ら
、
提
言
内
容
を

お
話
し
く
だ
さ
い
。
お
話
の
時
間
は
五

分
以
内
で
す
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
五
分
た
っ
た
ら
自
動
的
に
電

話
が
切
れ
ま
す
の
で
、
要
領
よ
く
ま
と

め
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
か
ら
の
提
言
は
、
受
話
機
を

通
し
て
テ
ー
プ
に
録
音
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
翌
日
(
休
日
の
場
合
は
次
の
日
)

内
容
を
再
生
し
ま
す
。
提
言
内
容
は
、

市
長
の
指
示
を
受
け
各
関
係
す
る
課
所

で
研
究
し
、
な
る
べ
く
早
く
提
言
し
て

い
た
だ
い
た
方
に
御
返
事
を
差
し
上
げ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市政提言電話の電話番号は

です25-2539 

(開設時間は午前 9時~午後 8時)

さわやかジョギング・具志堅用高と走ろう.ノ
「さわやかジョギングの集い」が、具志堅用高さんを招いて聞かれます。参加

を希望される方は、 5月 3日(刈、自然運動公園にお集まりください。

と き… 5月 3日(刈午前10時から正午

とニろ…上田市自然運動公園(雨天の場合は長野大学体育館)

対象者一-健康で、lkm、2km、3kmを走れる方。参加者には完走証を差し上げまも

その他一.1日レクリエーショ ン保険 (50円)に加入していただき ます。

〈体育課肉体育協会事務局 E⑫4100内線555>



※
広
場
へ
の
不
用
品
の
運
び
込
み
、

受
付
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
同
九

時
三
十
分
ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。
セ

リ
に
よ
る
代
理
販
売
の
場
合
、
販
売
手

数
料
と
し
て
販
売
価
格
の
一

O
%
い
た

だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
五
百
円
以
内
の

場
合
は
無
料
で
す
。
(
精
算
は
午
後
四
時

か
ら
五
時
)

-
処
分
品
コ
ー
ナ
ー

各
事
業
所
な
ど
の
ス
ト

ッ
ク
ロ
叩
(
汚

れ
物
、
は
ん
ぱ
物
で
す
が
、
す
べ
て
実

用
品
)
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

-
修
理
コ
ー
ナ
ー

刃
物
の
研
ぎ
、
靴
・
か
さ
の
修
理
を

し
ま
す
。
皆
き
ん
の
周
り
で
眠
っ
て
い

る
こ
れ
ら
の
品
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

-
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h
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む
だ
を
な
く
す
生
活
展
・
資
源
活
用
広
場

だ 昭和58年 4月16日一一一一 (4)ー

5
月
8
日
・
市
役
所
駐
車
場
で
開
催

市
で
は

ぷ
旬
資
源

・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
H

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
進
め
て
い
く
た
め
、

「
資
源
活
用
推
進
本
部
」(本
部
長
・
永
野

市
長
)
を
設
置
し
、
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
や
卒
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一

環
と
し
て
、
今
年
も
「
第
四

凶
む
だ
を
な
く
す
生
活
展
」
と

「第
九

回
資
源
活
用
広
場
」
を
次
の
要
領
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。

えつ

と

き

:

・五
月
八
日
制

(
雨
天
の

場
合
は
十
五
日
制
)
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
三
時

と
こ
ろ
・
:
市
役
所
駐
車
場
と
そ
の

周
辺

広報

む
だ
を
な
く
す
生
活
展

-
電
気
コ
ー
ナ
ー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

「ク
リ
ー
ナ
ー
の

性
能
比
較
」
「
漏
電
実
験
」
「
コ
!
ド
の

燃
焼
」
「
電
磁
調
埋
器
」
「
人
力
発
電
」

な
ど
の
笑
験
セ
Y

ト
を
展
示
、
説
明
し

ま
す
ν

ま
た
、

「屯
気
に
闘
す
る
よ
ろ
ず

嗣
胆
6

A
F
4

附

』
キ
品
開
い
た

q
‘
映話凹
の
L
L
映

l-
S
H
E
-
-
，、、

i
ィー

.... ~ 885号

州
中
部
電
力
)

(協
賛

.
ガ
ス
コ
ー
ナ
ー

ガ
ス
漏
れ
事
故
の
防
止
を
含
め
、
安

全
で
上
手
な
ガ

ス
の
使
用
方
法
に
つ
い

て
「
都
市
ガ
ス
警
報
器
・
集
中
監
視
シ

ス
テ
ム
」
の
実
演
を
し
ま
す
。
ま
た
、

「
{
女
全
で
使
い
や
す
い
ガ
ス
設
備
」
の

展
示
や
説
明
も
行
い
ま
す
。

(協
賛

ω
棚
上
回
ガ
ス

)

・
電
話
コ
ー
ナ
ー

テ
レ
ホ

ン
カ

|

(各
種
電
話
機
展
示

車
)

に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
電
話
機
を

展
示
し
ま
す
。
特
に
、
各
種
の
福
祉
用

電
話
機
を
展
示
し
た
り
、
新
商
品
な
ど

の
ス
ラ
イ
ド
上
映
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

(協
賛
鮒
上
田
ガ
ス

)

・
石
け
ん
コ
ー
ナ
ー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
粉
石
け
ん
」

「台
所
用
石
け
ん

・
ク
レ

ン
ザ
ー
」

「シ
ャ

ン
プ
ー
」「
く
る
み
石
け
ん
」
な
ど
を
通

常
価
格
の

二
割
か
ら
四
割
引
き
で
販
売

し
ま
す
。
ま
た
、
無
料
の
サ
ン
プ

ル
を

四
百
袋
用
意
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
試

し
く
た
さ
い
。
粉
石
け
ん
に
つ
い
て
の

パ
ネ
ル
展
示
、
映
画

「
合
成
洗
剤
は
安

全
か
?
」
も
上
映
の
子
定
で
す
。

ハ曲
賞
品
開
ヤ
マ
ゐ
H
E
航
匝
売
V

-
悪
質
販
売
と
表
示
の
い
ろ
い
ろ
コ

l

ナ
ー

最
近
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
販
売
方

法
か
登
場
し
、
な
か
に
は
社
会
問
題
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
悪
質
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
商
品
の
多
様
化
に
伴

い
、
い
ろ
い
ろ
な
表
示
が
商
品
に
つ
乙

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
表
示

が
表
わ
す
商
品
の
情
報
を
正
し
く
つ
か

む
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
消
費
者
に
と

っ
て
必
要
で
す
。

今
回
は
、
主
に
こ
の
二
点
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
展
示
や
説
明
を
し
て
、
賢
い
消

費
者
の
あ
り
方
を
考
え
、
ま
た
消
費
全

般
に
わ
た
る
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

(協
賛

県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
)

・
国
鉄
コ
ー
ナ
ー

鉄
道
の
も
つ
優
れ
た
面
を
改
め
て
見

直
す
と
と
も
に
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
な

い
上
手
な
国
鉄
の
利
用
法
、
お
得
な
キ

ッ
プ
の
紹
介
な
ど
を
し
ま
す
。

(協
賛

上
田
駅
旅
行
セ

ン
タ
ー
)

資

源

活

用

広

場

家
庭
や
職
場
に
あ
る
不
用
品
を
、
美

術
商
組
合
の
方
々
が
代
理
で
「
セ
リ
」

に
よ

っ
て
販
売
し
ま
す
。

市
の
。
譲
り
ま
す
、
譲

っ
て
く
だ
き

い
コ
ー
ナ
ー
。
に
す
で
に
登
録
し
て
あ

り
、
ま
だ
取
り
引
き
が
成
立
し
て
い
な

い
不
用
品
も
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
販
売

で
き
ま
す
。
出
品
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

生
活
環
境
課
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
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ま
す
。
ま
た
、
「
電
気
に
関
す
る
よ
ろ
ず

樹
輔
副
所
』
を
開
い
た
り
.
映
画
の
上
映

も
予
定
し
て
い
ま
す
a

パ
ネ
ル
展
示
、
映
画
「
合
成
洗
剤
は
安

全
か
?
」
も
上
映
の
予
定
で
す
。

け
ん

(
協
貸
附
ヤ

マ
カ
石
鹸
販
売
〕
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定期監査の結果公表
永野島裕貞殿

松野量平殿

上田市長

上田市議会議長

小池守

竹内義憲

上田市監査委以

同

シンボルマークに決まった水野栄友さんの作品

上
回
築
城
四

O
O
年
祭
実
行
委
員
会

が
、
三
月
二
十
九
日
に
聞
か
帆
、
十
月

三
十
日
の
「
お
城
ま
つ
り
」
、
十
月
二
十

九
・
三
十
日
の
「
姉
妹
都
市
の
物
産
と

観
光
展
」
な
ど
の
行
事
、
「
真
田
武
者
行

列
、
記
念
式
典
」
と
い
っ
た
関
連
行
事

な
ど
の
事
業
計
画
を
決
め
ま
し
た
。

四
月
一
日
か
ら
は
、
築
城
四

O
O
年

祭
の
期
間
に
入
り
ま
し
た
。
す
で
に
長

野
県
華
道
教
育
会
上
回
支
部
の
花
展
、

長
野
県
郷
土
民
謡
保
存
大
会
は
聞
か
れ
、

四
月
十
七
日
に
は
東
八
拳
奉
納
大
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

五
月
中
の
協
賛
行
事
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
五
月
五
日
〉

O

こ
ど
も
ま
つ
り
(
上
回
公
園
一
帯
)
、

主
催
・
上
田
市
青
年
団
体
連
絡
協
議

会
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会

〈
五
月
五
日
〉

O
き
わ
や
か
信
州
・
品
目
の
旅
姿
で
歩
こ
う

(
別
所
温
泉
|
上
田
城
|
長
野
市
)

定期監査の結果について(報告)

地方自治法第199条第3項の規定に基づいて実施した

昭和57年度第 3固定期監査の結果を次のとおり報告し

ます。

監査の期間

昭和58年 1月 4日から 3月23日まで

監査の範囲

昭和56年度における財務に関する事務処理の状

況、契約及び工事の状況などについて

3 監査対象課所

秘書課

応急工事課

総務部

総務課、企画調整課

財政部

財政課、管財課(有線放送所含む)、

資産税謀、収税課

消防 部

塩田支所、豊殿支所、川西支所

会計課

監査の結果

各所管における財務に関する事務は、おおむね適

正に処理されているものと認めた。

それぞれの監査課所における細部の指摘事項につ

いては、そのつど注意または改善を促した。年聞を

通じて各所共通のおもな指摘事項については、別記

のとおりである 。

今後とも行政の多様化にともない、ますます増大

する事務処理にあたっては、常に能率化に意を用い、

効率的執行に配慮、されるよう望むものである 。

(別記)

0 年間を通じて例月出納検査を含め監査をして参り

ましたが、支出伝票の支払い金額が請求書の金額と

相違するものがときどき見られました。

例月出納検査において発見したつど指摘申し上げ、

訂正をしていただいておりますが、それぞれ主管課

または会計課における上司の決裁の際、内容を十分

チ工ツクされるよう望むものである。

記

2 

市民税謀、

4 

咋有

-

.

 

-

.
 

-

.
 

-
司

主
催
・
上
岡
市
観
光
協
会

水
野
さ
ん
が
入
選

上
回
築
城
四
O
O
年
祭
の
シ
ン

ボ
ル

マ
ー
ク
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
六
十

五
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作

品
を
お
寄
せ
〈
だ
さ

っ
た
皆
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
回
築
城
四

O
O
年
祭
常
任
委
員
会

で
審
査
し
た
結
果
、
水
野
栄
友
さ
ん
(五

加
)
の
作
品
が
入
選
と
決
ま
り
ま
し
た
。

今
後
、
ポ
ス
タ
ー
・

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な

ど
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
佳
作
二
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。
霜
田
袈
裟
寛
き
ん
(
諏
訪
部
)
、
池

田
秀
二
さ
ん
(
上
青
木
)

春の防犯運動

各地から花だよりが聞かれる楽しい春がやってき

ました。毎年、この時季になりますと空巣ねらい、

乗物盗、少年非行、行楽地での暴力や迷惑行為が多

く発生します。

この機会に今一度、わが家、わが身の防犯につい

て家族で話し合ってみましょう 。

4月16日-4月25日
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い
び
き
は
、
仲
間
同
士
の
笑
い
話
や

酒
の
サ
カ
ナ
に
な
っ
て
い
る
う
ち
は
ま

だ
し
も
、
不
眠
症
に
な
っ
た
り
、
離
婚

の
原
因
と
な
っ
た
り
す
る
と
、
深
刻
な

問
題
と
な

っ
て
き
ま
す
。

い
び
き
人
口

は
以
外
と
多
く
、
人
口
の
五
二
%
、
つ

ま
り
二
人
に
一
人
、
男
女
別
で
は
、
男

の
六
O
%
、
女
の
四
O
%
が
い
び
き
を

か
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
び
き
は
別
名
、
睡
眠
時
呼
吸
音
と

も
い
い
、
横
に
な
っ
て
眠
っ
た
時
の
呼

吸
の
し
か
た
や
、
の
ど
の
構
造
に
よ
っ

て
起
こ
り
ま
す
。
姿
勢
の
変
化
で
狭
く

な
っ
た
気
道
が
、
呼
吸
の
た
び
に
振
動

し
て
起
こ
る
も
の
で
す
。

えつ広報

肥

満

も

原

因
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③
肥
満
・
:
太
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気
道

が
全
体
的
に
狭
く
な
る
。

④
筋
肉
の
緊
張
が
ゆ
る
む
:
・
疲
労
、
飲

酒
、
か
ぜ
、
脳
卒
中
発
作
時
な
ど
。

医

師

の

診

察

い
び
き
を
か
く
か
ら
、
即
病
気
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
場
合

は
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

①
毎
日
、
い
び
き
を
か
く
。

②
今
ま
で
か
か
な
か
っ
た
の
に
、
急
に

か
く
よ
う
に
な
っ
た
。

③
今
ま
で
の
い
び
き
の
か
き
方
と
違
っ

て
、
大
き
く
な
っ
た
り
、
苦
し
そ
う

に
な
っ
た
り
す
る
。

お
医
者
さ
ん
に
み
て
い
た
だ
く
場
合

は
、
ま
ず
耳
鼻
科
、
次
に
内
科
で
診
察

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
場
合
は
、
ア
デ
ノ
イ
ド
が
あ

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
気
が
つ
い
た
ら

す
ぐ
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ア
デ
ノ

イ
ド
を
手
術
で

t
る

t
、
い
び
き
は
直

つ
イ
ι

、l
l
v
&
e
o
u
r
ゐ
eoふ
τ
1
.

ガ
ン
検
診
の

若
い
人
の
い
び
き
は
、
鼻
の
一
番
奥
、

ー
』
ゆ

be-ヲ

の
ど
の
天
井
に
腫
携
の
で
き
る
病
気
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
若
い
人
が
、
急
に
い

び
き
を
か
き
は
じ
め
た
時
は
、
ぜ
ひ
一

度
、
医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

老
人
が
急
に
い
び
き
を
か
く
よ
う
に

な
っ
た
場
合
は
、
高
血
圧
の
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
血
圧
が
高
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
鼻
が
つ
ま
っ
た
り
、
舌
の
根
も

と
が
下
が
っ
た
り
し
て
、
い
び
き
が
起

こ
り
ま
す
。
一
応
、
医
師
の
診
察
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

以
上
の
よ
う
に
診
察
を
受
け
て
、
原

因
と
な
る
病
気
が
あ
れ
ば
治
療
し
ま
し

ょ、っ。
い
び
き
を
防
ぐ

何
も
体
に
異
常
の
な
い
場
合
は
、
い

び
き
を
か
か
な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

マ
自
分
で
い
び
き
を
防
ぐ
法

①
枕
を
少
し
高
く
し
、
前
へ
か
が
む

よ
う
な
格
好
で
寝
ま
し
ょ
う
。
あ
ご

が
前
に
出
て
、
の
ど
の
奥
が
ひ
ろ
が

り
、
い
び
き
は
ず
っ
と
減
り
ま
す
。

枕
の
下
に
座
ぶ
と
ん
を
二
つ
折
り
に

し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

②
横
向
き
に
寝
ま
し
ょ
う
。

マ
家
族
が
い
び
き
を
防
ぐ
法

①
光
を
あ
て
た
り
、
暖
か
い
空
気
、

冷
た
い
空
気
を
送
る
。

②
ふ
と
ん
の
上
か
ら
軽
く
た
た
く
。

。
名
前
を
呼
ん
で
、
つ
つ
つ
い
て
起

-w十
7
.

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
き
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
生
活
環
境
標
へ
、
必
ず
+
日

以
内
に
御
連
結
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
.
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
不
用
品
の
登
録
を

H

不
用
品
登

録
情
報
。
と
し
て
、
月
一
回
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
を
き
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
き
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
品

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

石油ストーブ

石油ファンヒーター

カ"スコンロ

ジューサー

スライド映写機

ベビーカー

コンビラ ック

子供用自転車

二段ベッド

座敷テープル

茶ダンス

流し台

調理台

食器だな

ぶら下がり健康器

課

承

境

了
環

御

活

で

生

の

す

p
り

辛

A
F

た

ね

0

・
'l」
。

向

い
一
ま
を
叶

?
一
り
絡
い

だ
一
あ
逮

A
J

U

一一白山

れ
一
口
問
軽
費

削
一
い
気
ま
、

町
一
し
お
引

は
一
は
へ
い

合
一
ぺ
引
っ

)

a

E

re

叩

こ

附

。

が

一

汗

紘

M
U

n

E
J川

す
ぎ
一
時
内
な

同

つ

J

で
過
一
、

O

L

寸

箱

製

月
を
一
物
叩
プ

チ

川

7

h

い

に

古

か
れ
一
口
開
討
一
フ

d

z

レ

十

一

)

6
そ
-
い
M
H
卜

チ

ア

l

十

3

.

8

一

イ

器

Y

j

プ

ス

木

は

た
ほ

の
い

ヤ

ス

水

行

刊

-

ん

(

十

問

り
係
後
き

ム

温

鏡

示

、

ノ

す

-7
t
相
川
胡
川
、
ノ
機

制閉

す

酷

介

だ

イ

気

面

ツ
ヤ

い
車
、
ぷ
務
強
コ

盤町

h
t
雨

(

O
J

智
也

=

-

ロ

ン

叫

睡

各

民

昨

世

市

苧

鮎

四

ワ

副

司

轟
且

功

j
J
i
H

5，000円

2，000円

無料

8，000円

17，000円

10，000円

5，000同

15，000円

13，000円

3 ， 000 -5 ， 000円

3，000円

1，500円

20，000円

健
康
な
体
は



①
血
"
が
わ
る
い
・
:
悔
の
中
が
は
れ
た
り
、

併
の
ゆ
に
お
で
き
が
で
き
る
。

初
の
ど
が
わ
る
い
・
:
酔
挑
が
大
き
か
う

た
9

.

H

M
H
H

て
い

る
.

る
こ
と
が
多

い
の
で
、
気
が
つ
い
た
ら

す
ぐ
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ア
デ
ノ

イ
ド
を
手
術
で
と
る
と
、
い
び
き
は
直

っ
ィ、
lν
#
AV
い

幸
AV十
v
e

電子ジャー

タイムスイッ

電気温水器 (/J

三面鏡

ロッキンクザチェ7

ンヤンデリア

藤いす

食卓テープル (

座ぶとん (5枚、

事務帆 (スチーJ.
勉強机 (木製)

ワゴン

編機

登録期間は 6か

ぞれ

<)I(tず古:7E
生活係(ft②i
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保健予防特集
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n
いし保健だよ

ガ
ン
検
診
の

費
用
の
免
除

老
人
保
健
法
に
よ
り
、
次
に
該
当
す

る
人
は
個
人
負
担
の
免
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
の

人
及
び
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

②
七
十
歳
以
上

(寝
た
き
り
障
害
認
定

を
受
け
た
人
は
六
十
五
歳
以
上
)
の

表

人

覧

対

象

検

診

-

胃
ガ

ン
検
診
、
子
宮
(
現
)
ガ
ン
検
診

ふん

①
に
該
当
し
て
受
診
を
希
望
さ
れ
る

-
J

人
は
、
検
診
日
十
目
前
ま
で
に
市
役
所

本

保
健
予
防
課

(
宮
⑫

4
1
0
0
内
線
2

ン

8
9
・
有
線
②
0
7
2
1
)
ま
で
御
連
絡

ガ

く
だ
さ
い
。
調
査
の
う
え
、
後
日
「
健

康
診
査
受
診
証
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

医
療
機
関
窓
口
及
び
集
団
検
診
会
場
受

付
で
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

②
に
該
当
し
て
受
診
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
受
診
当
日
、
健
康
手
帳
と
い

っ

し
ょ
に

「
医
療
受
給
者
証
」
を
医
療
機

関
窓
口
及
び
集
団
検
診
会
場
受
付
で
お

見
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
四
十
歳
以
上
の
人
で
希
望
者

に
は
、
健
康
手
帳
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
保
健
予
防
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

冷
た
い
空
気
を
送
る
。

②
ふ
と
ん
の
上
か
ら
軽
く
た
た
く。

③
名
前
を
呼
ん
で
、
つ

つ
つ
い
て
起

こ
す
。

極 類 検 1f項目 対象 者 主な目 的 貸用 1161人負N 実 施機 側 実施IglI:lI申込方法

問診 5 H- 凶むで
胃ガン検診 同部レン トゲン械;i杉 40歳以上 早期 間ガンの発見 2，850円 500円 集団検診

(原日IJとして 附後)
8 ~J 申し込む

Pc~ 岳会 干且診
子宮(類) 細胞診(-[官月烈型管&ぴ 30歳以上

早期チ宮(鎖)カンの
3，811円 1，000円

市内委託医療機|掲 年附を 直接医療

カン検診 音11表面) 発見 (産婦人科) .i.I宣 して 機関へ
内診

問診
十見診

乳房検 診 触診
30歳以上 早期乳7Jンの発見 1，500円 800同 集団検診

6J-J- 凶院で
(市単独) 自己検作法 12 JJ 申し込む

必要に 応 じて
超音波tlt~ ;j!~

健
康
な
体
は

健
康
な
歯
か
ら

市
で
は
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
健
診
時

の
歯
科
相
談
を
は
じ
め
、
保
育
園
、
学

校
、
障
害
者
施
設
を
巡
回
し
て
歯
み
が

き
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
十
八
年
か
ら
中
高
年
歯
科

対
策
と
し
て
、
歯
周
病
(歯
槽
膿
漏
)
な

ど
を
テ
ー

マ
に
健
康
教
室
を
計
画
し
、

積
極
的
に
虫
歯
予
防
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
で
す
。

「
歯
を
守
る
会
」
組
織
の
育
成

各
地
区
の
保
健
補
導
員
さ
ん
の
御
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
虫
歯
予
防
に

関
心
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、

勉
強
会
な
ど
を
と
お
し
て
健
康
な
よ
い

歯
づ
く
り
の
た
め
の
グ
ル

ー
プ
を
つ

く

り
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

虫
歯
予
防
に
関
心
を
お
持
ち
の
お
母

さ
ん
は
、

地
区
の
保
健
補
導
員
さ
ん
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

母
子
歯
科
窓
口
相
談

市
役
所
南
庁
舎
二
階
の
市
保
健
セ

ン

タ
ー
で
、
毎
月
第
四
木
曜
日
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で
乳

幼
児
の
虫
歯
予
防
相
談
を
行

っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

-
市では、上田市医師会の御協力により 子供さんを対

象に「ことば、の教室」を行っています。

こと ばのおくれ、発音がはっきりしないなとーことばに

ついて心配をおもちの方はお気軽に御連絡ください。

と き一-毎週水曜日 午前中

ところー・市役所南庁舎 保健セ ンター 2階健診隻

方 法・一言語療法士による個別相談、指導、1人約1時間
料金...無料

連絡先・・・予約制ですので、あらかじめ保健予防課ft@

4100内線291・有線②0722まで御連絡くだきい

ことばの教室の御案内胃よろこびの会へのお誘い

「胃よろこび‘の会」とは、胃の手術をして 5年を経

過 した人が、お互いに今 日ある生命に感謝 し社会の多

くの人々に定期検診 を勧め、胃の病気による犠牲者を

1人でも少なくすることを願い、昭和55年に結成され

た会です。

現在、 23名の方が仲間同士語 り合い励まし合い自分

の体験を発表し、多 くの人に胃集団検診 を勧めるなど

たいへん活躍されています。 多 くの方の入会をお勧め

します。

連絡先…保健予防課宮⑫ 4100内線291・有線②0722



885号-1量_~ 885号 広報うえだく特集〉一一一一昭和58年 4月16日一一一 (2)ー

検診

iぅ
とき、次

んにとれ

がありま

さい。

から 1週

以内

は 1週間

《な L、場合

ん。 御了

どうぞ断

乳 幼 児健康診査
市では、赤ちゃんの健やかな発育のために満 4か月、 10か

月、 1歳 6か月、 3直交の健康診査を行っています。

日程は、下表の とおりです。

{受付時間〉

午後 1時一 2時

(診査内容〉

①医師による 健康診査 ②体重・身長測定

@育児相談 ④離乳食実習(4か月児)

@酎iト相談 (10か月児、 1歳 6か月児、 3歳児)

@歯科健康診査(1歳 6か月児、 3歳児)

①尿検査(3歳児)

{お願い〉

o母子健康手帳、パスタオル 1枚(4か月児、10か月児) を

お持ちくだきい。

。ぉ畳寝を早くすませてお連れください。

。お母きんのほかに、赤ちゃんのお世 話をされている方も、

できるだけいっ しょにおでかけください。

。風邪をひいている赤ちゃんや具合の悪い赤ちゃん、都合の

悪い方は、ほかにも機会がありますので御連絡ください。

0会場では食べもの をあげないようにお願いします。

赤ちゃん手帳の御利用を
市では 、昭和57年 4月 1日以降生まれた亦

ちゃんに「赤ちゃん手帳」を差し上げています。

ぶちゃんの健やかな発育のために、また、手L

幼児健康診査、予防接栂になくてはならない

手帳です。

なお、おたすねカード(3か月、 8か月 、

12か月、 2歳、 2歳 6か月 )がはいっていま

すので、御記入のうえ必ず保健予防課ま でお

送りください。

保健補導員に御相談ください
市民の皆さんの健康に携わる保健補導員さ

んが、 290名、市から委嘱されています。

保健補導員さんは、健康に関する研修を重

ねて妊産婦から赤ちゃん、子供、成人、高齢

者に至るまで相談に応じています。 また、市

の保健婦との崎渡し役とな って活動していた

だいています。健康に関する心配がありまし

たら、お気軽に御相談ください。
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子宮(頚)ガン検診医療機関一覧表

医療機関名
1ι '- イ，j' 11年 rllJ f施 Y，' 

午 前 午 後

市 川産財人科 当分の間休診

上田市産院 8 :30-11 :00 毎週水眼目休診

午後は、手術で休診の時も

共立産婦人科 9 :00-正午 1 :30-5 :00 ありますので、屯訴をして

からお出かけください

毎週水附日休診

国 立東信病院 8 :30-11 :00 土日記日は、午前 8時30分か

ら10時30分まで

竹 内 産婦人科 9 :00-正午 1 :00-5 :30 

豊田医院 9 :00-正午 3 :00-5 ~: 30 
毎週木賊日休診

土日t~ 日は、午後 5 時まで

長 岡 産婦人科 9 :00-11 :30 

新美産婦人科 9 :00-正午

服部産 婦人科 9 :00-正午 1・30-5・00

三 浦 産婦人科 9 :00-正午 3 :00-5 :30 土曜・日は、午後休診

三好町産婦人科 9 :00-正午 2・00-6 :00 

年に一 度は検診を受けましょう。

昭和58年度各種予防接種目程表

m 885号『

〈お願い

o母子健

お持ち

2お昼寝

0お母さ

できる

o風邪を

悪い方

o会場で

予防接H[名 対象年w，t 期間別 対 象児 実施日 望ましい時期 接 t毛 方 法 通方知法

急性灰白髄炎 生後 3か月 春期
初回

57.ー757..I12.31 4 月一152 月日 31 日 生後 3か月 小児まひ予防のため、生ポリオワ クチンを 6週 偶通知人
-18ヵ、月 i阜力日

(ボfリオ )

秋期
初回 58. 1. 1 10月12日 -18か月 間以上の間隔をおいて 2国経口投与します 広報( 児まひ) (48か月 ) i阜力日 58. 6.30 11月30日

一期 56. 1. 1 
8月26日 1期 3-8週間間隔で 3回接純

百日せ'き 生後24か月 -56. 6.30 
通個知人

前期
二期 54. 7. 1 -10月21日 生後24か月

2期 1期終了後12か月 -18か月の聞に l回接種
ジフテリア -48か月 -54.12.31 

3期 小学校 6年生の時に二j昆で制立で l回接種
破 1iJj風 1 JJJI(48か月) 一期 56.-756..1 12.31 1月24日 -48か月 1期、 2期が終了していないと 3}切は受けら 広報
(三和E悦合) 2期(66か月) 後期

二期 55.15.5.1 6-30 -3月23日 れません

生後18か月 上半期 56.-456..1 9.30 5月95日
生後18か月 個別接種により実地します 個通知人麻しん 一月31日

市で委託した医療機関で受けて くたさい-36か月 56.10. 1 11月7日 -36か月 広報(はしか)
(72か月 ) 下半期 57.3.31 11月30日 医療機関に事前に申し込んで抜純し てくたさい

1回目 O歳から 4絞までに 1回J引 'F

通個知人ツベルクリン
生後 3か月

57. 4. 1 6月29日 生後 3か月
2回目 小学校 1年生のH寺に援制

-48か月 1 回目 3回目 中学校 2年生のH寺に機Hi
BCG -58. 3.31 -7月15日 -48か月 判定は、ツベルクリン接純後48時1::1後に行い、 広報(48か月 )

陰性者にのみ BCG接純

初 回 54. 4. 1 3歳 初回として 7日-14日I:f]i:同で2凶接純
個通知人-55.3.31 6月 1日 4歳追加として 1回接傾

日 本 脳炎 3歳-15歳
53. 4. 1 -6月21日

特になし
小学校 3年生、中学校 l年生のと きに追加と

広報追 加 -54.3.31 して 1回按樋

56年6月初日以 1期 3-8週間間隔で 2回接種
ジフテリア 1期 24か月 前の出生者で6

58年度は 2期 1期終了後12か月 -18か月の聞に l回接将

破{お風 -72か月 昨'ー一 年
声量までに百日ぜ

特になし 3期 小学校 6年生の時に学校で接純 広報
きにかかった人 7月一 8月 1期、2期が完了していないと 3)tJlは受けら(二位泌合) 2期 90か月 三泌 1J閉めすん
でいない人 れません

※対象年齢制の( )は接胞できる最・高年齢です。

子宮(頚)ガン検診

を受けましょう

久

れ

ま

週

'r
、“リ，

唱EA

さ

に

あ

い

ら

内

と

ん

が

き

か

以

る

よ

合

だ

て

問

け

司フ

場

く

つ

週

受

ゆ

い

て

わ

2

を

し

な

け

終

後

診

か

き

避

が

浄

検

分

で

く

理

洗

ン

成

が

べ

生

い

躍

ガ

胞

売

る

び

で

則

細

検

な

及

ど

何

は

な

、

中

内

な

宮

合

全

で

理

以

療

子

場

完

の

生

間

治

の

ず

す

①

②

③検診前日の夫婦生活

な お 、 検 診 の 結 果 が 出 るには 1j昼間

ぐらいかかりますが. 巽常カ‘ない場合

には特に連絡を差し上げ ません。御了

承ください。

精神障害者家族会におでかけを
断酒会におでかけを

精神障害者家族会では、患者によくな ってもらう

には家族はどうしたらよいのかを学んだり、体験を

話し合ったりしています。お気軽におでかけください。

と き…毎月第 1木 曜 日 午 後 o: 30-

とニろ・・・上回勤労者福祉センター

連絡先・・・精神障害者家族会事務局

宮⑫3247 (午後だけ)

酒をやめたいと思ってもなかなかやめ られなくて

悩んでいる人、また、その家族の皆さ ん、どうぞ断

酒会へおでかけください。

と き・ー毎週木曜日 午後 7 : 00-9 : 00 

とニろ・・・上回勤労者福祉センター

連絡先・・・保健予防課 B⑫4100内線290
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岡弘旬、占命、J・・・タ‘一

!保健センターを御利用ください
i 健康相厳重 E⑫4100内線293・有線② 0722

! ml~の符さんに、より健康で明るい生活を送っ
し川fニくため、市役所南庁舎二階の保健センタ-

i -:1i、保健制による健康相ぷを毎日行っています。

!時間(j.、午前 8時30分から午後 5時までです。

!倒淡の内容は、妊娠中の食事や生活、赤ちゃん

!の輔、育 児相談、家族計画、血圧測定、成人病

1子防など、市民の皆さんの健康づくりに関するこ

れて'す。お気軽におでかけください。

!このほかにも、乳幼児健康診断、療育相談、こ

じ(.fの相談、 歯の相談、離乳食講習会、健康教室、

(帥診、乳房検診、予防接種なと'も行っています。

家族みんなの健康教室
より豊かで健康な生活を送っていただくための

「健康教室」 を開催します。

医師・尚科医師・ 保健婦・栄養士 ・歯科衛生士

などのスタソフにより、健康に関するさまざまの

知識を学びま す。

対象者 一40歳以上の方、または その家族

と き・ 5月から 12月

ところ…各地区の公民館など

内 容・ ① 血圧iWJ定と 健康相談

②成人病予防について

③ より健康な毎 日を送るために

④歯の健康について

(むし歯予防、成人歯科保健)

⑤正 しい食生活について

その他 ・この健康教室は、各 家庭 へ回覧 で通知する

ほか「広報うえだ」でもお知 らせします。

塩 田母親学級
j妊娠中を健康で過ご し 健康な赤ちゃんを 出産

するために 、妊娠、分娩 、育児の知識を得て、 安

産の自信を持っていただくために開催し ます。

コ二ト田 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

1 14月20日 4月27日 5月4日 5月11日 5月18日

2 1 9月28日 10月5日 10月13日 10月19日 10月26日

3 I 1月18日 1月25日 2月1日 2月8日 2月22日.._ 

とき…毎回午後 1 : 30-4 : 00 

ところ…塩田母子健康 セ ンタ ー (上本郷 )

内 容

第1回=妊娠か ら出産ま で(保健婦)

第2回=妊婦体操と も く浴の実際(助産婦)

第3回=丈夫な歯 をつく るために 、母乳栄養

について(歯 科 衛 生 士、助産婦)

第4回=産後の生活と 家族計画(助産 婦 )

第5回=育児について(医師 、保健婦)

持ち物日本記用具 、母子健康 手 帳

健康相談におでかけを
市民の皆さんに、より健康で明るい生活を送勺ていた

だくため、各地区で保健婦による健康相談を行ゥています。

妊娠中の食'~や生活、ろかちゃんの発 fíや育児相説、家

族計画、 j血圧制定、成人病及び寝たきり病人の問題など

健康についての相談に応じます 。 ~~千りの会場へお気軒

におでかけください。

なお、昭和58年度は年50園、医師、直歯科医師による健

康相談を行う予定です。

健康相談日程表

地区名 相 2東 日 時 間 t碁 手k

米自1¥ 毎 日 勤務時間中 」ょ 悶市役:戸斤保尚乃健~1相Êl.車掌

南部 毎月第 l・第 3火曜日 午前 9:30-11:30 緑が丘酋同和集会所
中央

」じ音1¥ 毎月第 1月脳日 11 西部公民館

西部 毎月第2・第4金曜日 11 老人福祉セ ンター

毎月第 l・第 3月曜日 11 城南解放会館
城下

毎月第 2火雌日 11 農協城下事業所

毎月第 1・第 3火曜日 11 温尻 I也区公民館
塩尻

毎月第 2・第4火曜日 11 秋和公民館

川 辺 毎週火曜日 11 川辺町会館

泉 国 毎月第 1月曜日 11 吉・団 公民館

毎月第 1月曜日 午後 1:30-3 :30 大震公会堂

毎月第 2月曜日 11 下配本公民館

神川 毎月第 3月曜 日 11 国分公民館

毎月第 4月曜日 11 岩下公民館

毎月第1金曜 日 午即j9 : 30 -11 : 30 みすず台北第 l集会所

神 科 毎週月曜日 11 上野が丘公民館

毎月第 2・第4月曜日 11 HE1E1 L 殿 支 所
笠殿

農村環境改善センター毎月第 1・第3火曜日 11 

毎週月眼目 11 塩田 公民館

毎月第 1月曜日 午後 1:30-3 :30 東塩田老人集会所
塩 田

毎月第 2月曜日 11 東前山同和地区集会所

毎月第3月日程日 11 男IJ 所公民館

川西 毎月第1・第3月曜日午円ij9 : 30 -11 : 30 川西社会福祉センター

※当 日が祝日の場合は、 中止とな ります。

塩田妊婦健康診査
妊娠中 を健康 で過ごし、 異常を早期に発見して、健康

な赤 ちゃんを出産 する ために行いま す。

と き・・・毎月第 3金 曜日 午後 1 : 30-2 : 30 u月15日 5月20日 6月 間 7月15日

間 19日 9月16日… 11叶
12月16日 59年 1月20日 2月17日 3月16日

ところ…塩田母子健康セ ンター (上本郷 )

健診内容...問診 、尿検査 、体重測定、血液検査(梅毒)、

貧血検査 、血圧測定、医師の診察、歯科相談、

生活・ 栄養相談

料 金 一・無料

持ち物・・・母子健康手帳
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スポーツ・文化サークルで、交流を

練習中の吹奏楽クラブ

勤労青少年ホームには、右表のようなス

ポーツ及び文化関係のサークル活動があり、

各種のサークル活動をとおして若者の交流

を深めています。 これらのサークルでは、

クラブ員を必集していますので、お気軽に

御参加ください。 もちろん初心者も大歓迎

です。

受付場所...勤労青少年ホームへ来館(開館

時間は午後 1時から同 9時)の

うえ、お申し込みください。

お問い合わせ ー勤労青少年ホームE⑫ 7117

(開館時間は午後 1時から同 9

時)

sbl日

月

火

7)( 

イミ

金

土

勤労青少年ホーム曜日別サークルー覧表

サークル名 定員 時 惜l WJ ~'\J 年間j'{'(用 1品 考

午後 ー一アーチ ェ リー 20名 6・30-8 :30 年同l 3，000円

日欠 奏 楽 50名
午 後

年間 (JJ)2，000円 6市1民9定会期館演奏会6 :30-8: 30 

ジャスサークル
午 ft

年間6 :30-8:30 

バレーボール 30名
午後

年間 3，000円 市民体育館6 :30-8: 30 

〈ドミ ン トン 40名
午後

年間 3，000円 市民体育館6 :30-8 :30 

半球クラブ 20名
午後

年 l首l 3，000内 ホーム体育室6 :30-8 :30 

テニス(械式)40名
午後 4月~ 5，000円 商コート6 :30-8 :30 10月

手話サ -Jル
20名

午後
年附

{ 役 l~ 会) 6 :30-8:30 

タ ン スクラフザ 30名
午後

年間 (JJ)1，000円6・30-8:30 

タイムセーパー
午後

年間 ロ， 7ハンド | 
6 :30-8: 30 

~ 手 20名
~ft 

年同i 6，000円 ホーム体育室 | 6 :30-8:30 

6硬式テニス教室 50名
午後 4月~ 8，000円 西コー ト6 :30-8:30 10月

7 ンドリ ンクラブ 20名
午後

年間 3，000円 定期泌奏会あり l6 :30-8:30 
午後

定期l演奏会あUUt 声合 H品20名 6 :30-8 :30 年間 3，000円

く わのみ
午後

年間 ボラン ティア | 
6 :30-8:30 

いずみ合 11品団 20名
午後

年間6 :30-8:30 

パス ケγ トボール 20名
午後

年間 3，000円 市民体育館6 :30-8 :30 
午後 4月~テニス(軟式)30名 6 :30-8:30 10月 5，000円 東コート

4ι 球フ')
午後

年同 ホーム体育室
6 :30-8:30 

ビパ リーヒルズ
午後

年間6 :30-8:30 

日欠 善毒 楽 50名
午後

年間 (JJ)2， 000円
6.19定Wl演奏会

6 :30-8:30 市民会館

ヲ二巳℃ 手 20名 午6後30-8: 30 年間 6，000円

ーー-
在宅歯科衛生士を募集します 在宅保健婦を募集します

今年の 2月か ら、老人保健法が施行されたことにと

もない、市では、寝たきりの病人の家庭を訪問して、

家庭看護の御相談に応じる予定です。 このため、在宅

の保健婦(臨時)を募集します。

市では、乳幼児健康診査の歯科相談など、むし歯予

防活動に御協力くださる在宅の歯科衛生士(臨時)を募

集します。

前科衛生士の資格がある方で、むし歯予防活動に協

力してくださる方は、 4月30日U:lまでに保健予防課へ

御述絡ください。

〈保健予防課宮⑫4100内線291・有線②0721>

保健婦の資格がある方で、この事業(家庭訪問)に協

力してくださる方は、 4月30日仕)まて"に保健予防課へ

御連絡ください。

〈保健予防課宮⑫4100内線290・有線② 0721>

と きー

とこ ろ

内 容・

その他...

妊娠中

するため

産の自信

~4 
1 第 5D白

;持ち物・・
岡崎珂町、M
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... 勤労青 少年ホームの新館が、 4月 1日

に完成しました。 この新館は、同ホーム

の玄関前に小・中の会議室などを備えて

ていきたもので、今後は若者の活発な利用

が期待きれています。

品
企
「
市
民
の
池
を
守
る
会
」
の
皆
き
ん
が
、
三
月
二
十
四

目
、
上
堀
地
区
の
千
曲
川
市
民
緑
地
内
に
あ
る
「
市
民
の

池
」
に
、
ヘ
ラ
ブ
ナ
約
三
千
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

こ
れ

か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
釣
り
を
楽
し
む
こ
と

で
し
ょ
う
。

中
小
企
業
制
度
融
資
が
さ
ら
に
充
実

市
で
は
、
こ
の
四
月

一
臼
か
ら
、
商

工
業
者
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
役
立
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
貸
付
限
度
額
の
引

き
上
げ、

貸
付
期
間
の
延
長
な
ど
、
中

小
企
業
制
度
融
資
の
内
容
を
変
更
し
ま

し
た
。
企
業
の
資
金
繰
り
、
あ
る
い
は

設
備
投
資
な
ど
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

市

T
よ
m
J
恥
忠

ev恥
副
刷
が
旭
川
崎

g
x
R
力
説
日
咽
相
叶
uw
、

ト

A
引

戸第885号

ペ
ー
ジ
の
表
を
御
覧
く
だ
さ
い

融
資
あ
っ
せ
ん
の
順
序

こ
の
制
度
は
、
市
が
長
野
県
信
用
保

証
協
会
と
市
内
の
各
金
融
機
関
の
協
力

を
得
て
、
中
小
企
業
を
営
む
皆
き
ん
に
、

そ
の
希
望
す
る
金
融
機
関
に
融
資
を
あ

っ#、，ん十??骨削刷修区予ー、必?。

〈
金
融
相
談
〉

毎
月
十
六
日
か
ら
月
末
ま
で
の
聞
に

金
融
相
談
を
し
、
申
込
書
の
用
紙
を
受

け
取

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
借
入
申
込
書
提
出
v

申
込
書
に
必
要
な
書
類
を
添
、
え
て
、

毎
月
五
日
(
休
日
の
と
き
は
翌
日
)
ま

で
に
南
ャ
ー
し
出
ア
ん
予
、
い
れ
九
村
ん
b
g
±
A
工
1

。

〈
実
態
調
査
〉

市
で
は
、
企
業
の
内
容
を
調
査
し
、

金
融
機
関
、
保
証
協
会
の
意
見
を
聞
き

と
り
ま
す
。

〈審

査
〉

毎
月
十
五
日
ご
ろ
、
融
資
あ
っ
せ
ん

委
員
会
で
申
し
込
み
の
内
容
を
審
査
し

+
正
十
7
。

什
田
司
号
、
」
r

怜

糠

型

浦

l
m

司有

噌輔副・

企 上田中央消防署東北分署がこのほど完成、 4月 5日開署

式が行われました。東北分署は、これまで五中と神科小の

中間にあったわけですが、広域農道の開通により 、管轄区

域(神科、豊殿、神)11)のほぼ真ん中にあたる農村環境改善

センターの東側(小井田)に移転したものです。

〈
融
資
の
決
定
〉

審
査
結
果
に
も
と
づ
い
て
可
否
を
決

定
し
、
申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。

〈

貸

付
V

取
扱
金
融
機
関
は
、
保
証
協
会
の
保

証
書
を
受
け
た
の
ち
貸
借
契
約
を
し
、

貸
付
を
行
い
ま
す
。

〈
金
融
相
談
v

商
工
課
商
工
相
談
所
(
宮
⑫
4
1
0

0
内
線

6
0
4
)、
塩
田
地
区
の
方
は
塩

田
商
工
会
(
含
⑮

3
6
1
0
)、
川
西
地

区
の
方
は
川
西
商
工
会
へ
含
⑪

2
0
3
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上田市中小企業融資一覧

電E 全 r， 制! 資 式三I 当長 資金使途 t'Uす11艮j支 貸付率 金 利伴) 貸付期間 据 置 イ呆 言iE 人 f且保 11行1訟法 信保証用料1 取扱金倣機関

(1) 市内に肘一{主し 、市悦を完納し ているもの
資 格(2) 市内に広告li、工場、4i-務所又は*業所を有ーするもの

運転資金 700万円 7% 
36か月 6か月 1 市内に居住(3)常時使用する従業員の数が30人未満であること 以内 以内

(4) 同一事業の営業実紙を継続して 1年以上有する し、独立の生

中小企 業 資 金 こと 計を営み保証
(5) 信用保証協会の定める対象業種を営むもの 必要資金

84カ‘月 能力があり、 会※ ただし、信用保証協会の代位弁済により求償偵ー設備資金 1，200万円 の80%以 7% 向 上
務を負担している者及び金融機関と取引停止中の 以内 市税を完納し

者は|徐〈
内

ている人 額

不況対策
3か月の売上高が前年同期の平均売上に比して10 2 信用保証協 市

%以上減少しているも の 運転資金 600万円 会の代位弁済資 金
※ ただし、経理の不明確なものは除〈 負

(1) 現在営んでいる事業を紛少しつつ事業転換する
6.5% による求償償

要必
均 八十二銀行

不況対策 運転資金 60か月 12か月 務を負担して 4旦転業資金 もの 700万円 等 太陽神戸銀行
特別資金 (2) 市の指定する機関で経営指導を受けたもの 設備資金 以内 以内 いない人

応じ

本利41子人..77補5負59F6 6 担給

月

信用{証料呆

長野県
倒産防止 過去 1年間に取引先企業が倒産する等の理由によ 用組合

る関述倒産防止のための資金
運転資金 1，000万円 ( 2人以上)

徴てする

賦
資 金

{貸
長野相互銀行

(1)従業業員の数が製造業にあっては20人以下、商業、 市内各支l百
サービス業にあっては 5人以下で資本金が300万円 運転資金

36か月 6か月
原則としてとら

還 グ〉

五日手十八目口
以下のもの 以内 以内

ない。ただし、
小規模企業事業資金 (2) 信用保証協会の保証残高が 1，000万円を超えな 350万円 6.5% 

法人は (1人以いもの 60か月
(3) すべての無担保無保証人制度の合計が350万円以 設備資金

以内
向 上 上)必要 上回信用金庫

下のもの
年度 上田商信工

(1) 25歳以上て市内に 1年以上居住し、市税を完納 用組合

しているもの 運転資金 72か月
( 2人以上)

の
本脂、各支的独立開業資金 (2) 開業まで継続して中小企業の同一事業所に 5年 設備資金

500万円 7.25% 
以内

向 上

込額見以上勤務し、同一業種を開業しようとするもの

共同事業資 金
中小企業等協同組合法に基づく事業協同組合及び 運転資金

3，000万円 7% 
96カミ月

向上
組合の役員

五万千円は

商庖街振興組合法に基づく商庖街振興組合であること 設備資金 以内 ( 3人以上)

(1) 公害防止のための設備等を施工するものである
必要資金

本人負担

公害防止資 金
こと

設備資金 800万円 の80%以 5% 84か月
向上(2) 市の指定する機関で公害防止の指示を受けたも 利子補給 以内

のであること 内 2% すで

商桜工備業資施金設
公共事業のために庖舗等の新築・改築・移転等を

公共事業 おこなうためのものであること 設備資金 1，000万円 同上 向上 向 上
( 2人以上)

資 金 共資同事業金 (1) 公共事業の対象となった中小企業団体であること 運転資金
1，500万円 向上 向上 向 上(2) 公共事業の推進に協力するものであること 設備資金

大型底対策 (1) 大型庖の進出により大きな;拶響をうける卸売業、 運転資金
700万円 6.75% 

60か月 12か月
小売業であること

以内 以内特別近代化資金 (2) 市の指定する機関で経営指導を受けたもの 設備資金

ー

昨

凶∞∞

日付

塀

iヨ

'¥、

SHFH
申
叶
∞

E
E
E
l
i
-
-
(①
)
i

L1 

't< 

詳細については、商工謀 (宮⑫4100内線604)にお問い合わせください。(注)返済日経過後の利子は補給しません。
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お知らせ上
岡
市
高
齢
者
学
園
の

えつ

学
生
を
募
集

広報

社
会
標
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

市
で
は
、
新
し
い
知
識
、
新
し
い
仲

間
を
得
て
、
人
間
性
豊
か
な
老
後
を
送

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
上
田
市
高
齢
者

学
園
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
健
康
で

学
習
意
欲
お
う
盛
な
方
な
ら
、
ど
な
た

で
も
入
学
で
き
ま
す
。

応
募
資
格
・
:
市
内
に
住
ん
で
い
る
、
お

お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人

定
員
:
・
お
お
よ
そ
八
十
名

教
室
:
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
二
階

小
ホ

l
ル
)

学
習
期
間
・
・
・
六
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で

十
入
日
問
、

J

日
四
時
間

必
乎
咽
盲
点
内
由
膏

a

d

叫
駆
動
剖
静
也
章
、
宮
守
e
W
H
五
平
副
刊
、

，第 885号

信
州
青
年
希
望
の
船

今年で何回目を迎えだ沼野町の日曜広場
(ガ、 4月3日オープンしまし定。午後には
;上田市消防レスキュー隊の実演、ハーレー
:などの写生大会ガありましだ。

日曜広場は、10月最後の日曜日まで包日
l曜日開かれ、いろいろな催レガ行われるこ
:とになっています。

創
作
実
技
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
(
詳
細

は
入
学
案
内
を
御
覧
く
だ
さ
い
)

申
込
期
間
:
・
四
月
二
十
日
附
か
ら
五
月

十
四
日
出
ま
で
、
た
だ
し
期
間
内
に

定
員
を
満
た
し
た
時
は
事
前
に
締
め

切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
先
・
:
市
役
所
社
会
謀
、
各
公
民
館
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
必
要
書
類
が

あ
り
ま
す
の
で
、
御
記
入
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

植
木
の
販
売
会

上
国
営
林
署

宮
⑫
3
5
2
5

営
林
署
で
育
て
た
植
木
類
の
即
売
会

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
御
家
庭
や
職

場
の
緑
化
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

と

き

:
四
月
二
十
九
日
樹
、
五
月
七

日

ω、
五
月
八
日
側
の
午
前
九
時
か

ら
午
後
三
時

研
修
期
間
・
・
・
八
月
三
日
同
1
十
六
日

ω

(
十
四
日
間
)

参
加
資
格
:
・
二
十
歳
以
上
、
お
お
む
ね

と
こ
ろ
:
・
上
国
営
林
署
和
緑
化
事
業
所

(
東
部
町
大
字
和
)

※
①
和
緑
化
事
業
所
で
は
、
五
月
九
日

か
ら
六
月
二
十
八
日
ま
で
の
平
日
午

前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
(
土
曜

日
は
午
前
十
一
時
ま
で
)
毎
日
販
売

し
ま
す
。
②
上
回
営
林
署
(
市
内
中

央
西
二
丁
目
)
で
も
、
五
月
十
五
日

間
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
販

売
し
ま
す
。

グ
こ
ど
も
ま
つ
り
4

今
年
も
5
月
5
日
に

青
少
年
対
策
宣

告
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
0

第
十
二
回

n
こ
ど
も
ま
つ
り
。
が
、

今
年
も
五
月
五
日
附
子
ど
も
の
日
に
、

上
田
市
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
こ
ど
も

ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、

上
回
公
園
一
帯
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
緑
が
ま
ば
ゆ
い
五
月
晴
れ
の
中
、

御
家
族
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
五
月
五
日
同
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
午
後
三
時
(
雨
天
決
行
)

と
ニ
ろ
・
:
上
回
公
園
一
帯

主
な
催
事
:
・
豚
レ

l
ス
、
お
み
こ
し
わ

っ
し
ょ
い
ブ

ン
プ
ン
プ
ン
、
川
上
野

球
教
室
、
か
ん
ぽ
っ
く
り
、
鏡
子
で

ゲ

l
ム
、
子
ど
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
広
場
、

手
作
り
の
広
場
、
お
馬
の
広
場
な
ど

そ
の
他
・・
・
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
車
で

と
こ
ろ
:
・
上
回
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

テ
l
マ
:
・
「
お
金
の
た
め
方
使
い
方
」

鶴
師
:
・
生
活
評
論
家
・
青
木
淑
子
さ

の
来
場
は
で
き
る
だ
け
御
遠
慮
く
だ

さ
い
。

新

学

期

・

・

・

通

学

路

で

の

交
通
事
故
を
防
ご
う

子
供
た
ち
の
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
新
入
学
の
一
年
生
は
通
り
な
れ

な
い
道
路
を
通
学
す
る
た
め
、
危
険
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

父
兄
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
時
期
に
し

っ
か
り
と
交
通
ル

l
ル
を
身
に
つ
け
さ

せ
、
通
学
路
の
危
険
な
箇
所
で
は
実
地

に
教
え
て
、
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
、

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
に
し
た
子
供

た
ち
に
は
、
特
に
気
を
つ
け
て
運
転
し

て
く
だ
さ
い
。

昨
年
中
の
県
下
で
の
交
通
事
故
に
よ

る
死
者
数
は
、
大
幅
に
増
加
(
前
年
対

比
プ
ラ
ス
二
十
一
人
)
し
ま
し
た
が
、

今
年
に
入

っ
て
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
交
通
事
故
を

一
件
で
も
少
な
く
す
る
よ
う
、
ぜ
ひ
御

協
力
く
だ
さ
い
。

安
全
運
動
の
重
点
目
標

今
年
の
交
通
安
全
運
動
の
重
点
目
標

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
婦
人
を
中
心
と
す
る
交
通
安
全
活
動

(家
庭
内
で
は
、
主
婦
が
中
心
と
な

り
、
子
供
た
ち
に
交
通
安
全
め
指
導

1期

1期

を
す
る
)

②
老
人
、
幼
児
な
ど
交
通
弱
者
の
交
通

事
故
防
止

③
二
輪
車
(
自
転
車
・
バ
イ
ク
)
の
交

通
事
故
防
止

④
若
年
者
の
無
謀
運
転
の
追
放

⑤
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
ヘ

グ
青
い
烏
は
が
き
4

を

差
し
上
げ
ま
す

郵
便
局
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
強

調
運
動
に
ち
な
み
、
特
別
な
意
匠
の
四

十
円
郵
便
は
が
き
(
切
手
の
部
分
が
，
青

い
鳥
。
)
を
、
四
月
二
十
臼
か
ら
発
売
し

ま
す
。

こ
の
は
が
き
は
、
郵
便
局
で
販
売
す

る
ほ
か
、
重
度
の
身
体
障
害
者
巧
方
か

ら
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
無
料
で
お
一

人
に
二
十
枚
差
し
上
げ
ま
す
。
身
体
障

害
の
程
度
が
一
級
ま
た
は
二
級
の
満
六

歳
以
上
の
方
で
、
こ
の
は
が
き
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
身

体
障
害
者
手
帳
を
提
出
さ
れ
、
五
月
三

十
一
日
閃
ま
で
に
お
申
し
出
く
だ
き
い
・

な
お
、
お
申
し
出
は
代
理
の
方
で
も
、

猷
即
幅
民

に

ト
4

・っ
T

、，U品
格
抽
構

で
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.



①
婦
人
を
中
心
と
す
る
交
通
安
全
活
動

(
家
庭
内
で
は
、
主
婦
が
中
心
と
な

り
、
子
供
た
ち
に
交
通
安
全
の
指
導

zr=-

十
一
日
同
ま
で
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
申
し
出
は
代
理
の
方
で
も
、

郵
便
に
よ
っ
て
も
結
備
で
す
。
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洋自
セ書
、 き

御 ナ 喜
参 1o) 
加 に船
を

今
年
で
第
十
回
を
迎
え
る
「
信
州
青

年
希
望
の
船
海
洋
セ
ミ
ナ
ー
」
の
団
員

を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
卒
業
は
、
県
の
、
王
催
に
よ
る
も

の
で
、
県
内
背
年
約
四
百
五
十
人
が
集

団
生
活
の
中
で
の
規
律
や
団
体
行
動
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
諸
外
国
を
訪
問
し
友

交
を
深
め
、
次
代
を
担
う
青
年
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

船
内
研
修
の
ほ
か
、
洋
上
祭
、
青
い

海
で
の
カ
ク
テ
ル
パ

ー
テ
ィ
ー
、

交
歓

会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
海
洋
セ
ミ
ナ

ー
に
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
乗
船
し
て
く
だ

さ
い
。

肪
問
先
・
:
香
港
、
中
国
(
上
海
、
蘇
州
)

だえつ-ω 一一一一昭和58年 4月16日 広報

と

き

・
:
四
月
二
十
九
日
樹
、
五
月
七

日
出
、
五
月
八
日
闘
の
午
前
九
時
か

ら
午
後
三
・
時

研
修
期
間

・
・
八
月
三
日
制
1

十
六
日

ω

(十
四
日
間
)

参
加
資
格
:
・
二
十
歳
以
上
、
お
お
む
ね

三
十
歳
未
満
の
人

参
加
者
負
担
金
・
:
十
七
万
円
(
市
の
補

助
が
あ
り
ま
す
)

募
集
期
間
:
・
四
月
二
十
日
刷
1
五
月
三

十
一
日

ω

募
集
人
員
・
:
約
十
五
人
(
上
田
市
割
り

当
て
)

ー
一
日
生
活
教
室

l

お
金
の
た
め
方使

い
方

長
野
県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
⑫
8
5
1
7

H

お
金
を
た
め
る
こ
と
H

に
つ
い
て

考
え
る
時
、
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
か
。

い
わ
ゆ
る
か
利
殖
。
は
、
株
か
ら
は

じ
ま
っ
て
国
債
、
定
額
貯
金
、
期
目
指

定
定
期
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。
安

全
で
手
軽
、
し
か
も
高
利
回
り
の
も
の

は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
マ
ル
優

制
度
は
ど
う
活
用
し
た
ら
良
い
の
で
し

ょ
、
っ
か
。

今
月
の
一
日
生
活
教
室
は
、
上
手
な

お
金
の
た
め
方
、
使
い
方
の
秘
訣
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。

と
き
・
:
四
月
二
十
六
日

ω午
後
一
時

三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分

ゲ
ー
ム
、
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
広
場
、

手
作
り
の
広
場
、
お
馬
の
広
場
な
ど

そ
の
他
:・駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
車
で

と
こ
ろ
・
目
・
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
;・

「
お
金
の
た
め
方
使
い
方
」

講
師
:
・
生
活
評
論
家
・
青
木
淑
子
き

ん青
年
海
外
協
力
隊
の

募
集
説
明
会

県
青
少
年
家
庭
課
青
少
年
係

宮

0
2
6
2
⑫

G
I
-
-

内
線

3
4
3

青
年
海
外
協
力
隊
員
は
、
わ
が
国
の

国
際
協
力
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
四
十

年
以
来
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
近
東
・

中
南
米
な
ど
の
各
地
域
へ
四
千
三
百
名

を
超
、
え
る
日
本
青
年
が
派
遣
さ
れ
、
開

発
途
上
諸
国
の
国
づ
く
り
の
た
め
、
め

ざ
ま
し
い
協
力
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
(
長
野
県
出
身
隊
員
数
は
百
七
名
)

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
派
遣
実
績
と

開
発
途
上
諸
国
の
現
状
を
広
く
一
般
に

紹
介
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
「
青
年

海
外
協
力
隊
募
集
説
明
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

と
き
・
:
五
月
十
二
日
附
午
後
六
時
か

ら
九
時

と
ニ
ろ
・
:
上
回
合
同
庁
舎

応
募
資
格
:
・
二
十
歳
か
ら
三
十
五
歳
ま

で
の
人

派
遣
期
間
:
・
二
年

派
遣
業
種
・
:
農
林
水
産
、
加
工
、
保
守

操
作
、
土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、
教

育
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
約
百
職
種

5月の乳幼児健康診査
昭和58年 5月の乳幼児健康診査を下記により行います

受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

母子健康手帳とパスタオルをお持ちください。

~ス‘ 士是 健 きロかク 実施日 対 象 児

4か月児
5月6日 57年12月16日 - 12月31日生

5月17日 58年 1月1日 - 1月15日生

10か月児
5月12日 57年 6月16日 - 6月30日生

5月18日 57年 7月 1日 - 7月15日生
上田市保 健 セ ン タ ー

5月13日 56年10月16日 - 10月31日生
1歳6か月児

5月19日 56年11月 1日 -11月15日生

3 歳児
5月20日 55年 4月1日 - 4月15日生

5月27日 55年 4月16日 - 4月30日生

4か月児
5月10日

57年12月16日_5斗1月15臼生

塩田母子(岩健田康センター
10か月児 57年 6月16日 - 7月15日生

地区) 1歳6か月児 5月24日 56年 9月16日 - 11月15日生

3 歳児

4か月児 57年12月16日J 斗1月15日生

川商社会福祉センター 10か月児 5月11日 57年 6月16日 - 7月15日生

(川西地区) 1後6か月児 56年10月16日 - 11月15日生

3 歳児
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市

職

員

人
事
異
動

(
四
月
一
日
付
)

〈
部
長
級
v

マ
福
祉
課
長
級
福
祉
ギ
務
所
次
長
事
務

取
扱
を
解
く
倉
沢
彦
夫
(
社
会
部
長
)

マ
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱

を
解
く
荻
原
袈
裟
男
(
塩
田
支
所
長
)

マ
民
生
部
長

中

沢

武

(
市
民
課
長
)

マ
商
工
部
長
桜
井
昭
三
(
秘
書
課
長
)

〈
醜
長
紐
〉

マ
市
民
課
長
清
水
郁
夫
(
応
急
工
事

課
長
)
マ
保
健
予
防
謀
長
山
寺
保
雄

(
川
西
公
民
館
長
)
マ
福
祉
課
長
兼
福

祉
事
務
所
次
長
中
沢
重
夫
(
商
工
課

長
)
マ
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務

富
島
良
之
(
塩
田
支
所
次
長
)マ
商
工
課

長
山
浦
勇
(
保
健
予
防
課
長
)
マ
消

防
部
総
務
課
長
西
村
光
夫

(
鵬
首
防
課

長
)
マ
防
災
課
長
本
堂
米
治
(
消
防
部

付
)
マ
笹
防
課
長
小
坂
井
重
市
(
消
防

郎
総
務
課
長
)
マ
消
防
部
付
小
林

進
(
防
災
課
長
)
マ
会
計
課
長
飯
島

実
(
議
会
事
務
局
次
長
)
マ
第
一
工
事
係

長
事
務
取
扱
を
解
く
宮
島
正
則
(
工

務
課
長
)
マ
浄
水
管
理
係
長
事
務
取
扱

を

解

く

丸

山

巌
(
浄
水
管
理
事
務

所
長
)
マ
秘
書
課
長
飯
島
孝
一

(職

員
係
長
)
マ
応
急
工
事
謀
長
竹
内
昭

吾
(
市
民
訴
庶
務
係
長
)
マ
議
会
事
務
局

十
九

ι
R
a
串八ムポ
T
系
女
回
目
ふ
が
副
学
修
関
同
町
医
官
怠
例
&
ホ

えつ広報戸第 885号

月1日

!号

万
伴
(
議
事
係
長
)
マ
川
西
公
民
館
長
兼

川
西
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
等
々

力
寛
(
商
工
相
談
所
長
)

〈
係
長
紐
〉

マ
市
民
税
第
一
係
長
(
補
佐
)
水
島
和
夫

(上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務

局
庶
務
係
長
)
マ
市
民
課
庶
務
係
長
(
補

佐
)
台
掛
陽
一
(
市
民
税
第
一
係
長
)
マ
嵐

田
中
央
保
育
園
長
(ブ

ロ
ッ
ク
園
長
)
(
補

佐
)
上
原
幸
二
(
第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
庶
務
係
長
)
マ
業
務
係
長
(
補
佐
)
宮

島
久
仁
昭
(
調
査
計
画
係
長
)
マ
議
事
係

長
兼
調
査
係
長
(
補
佐
)
山
越
昇
(
調

査
係
長
)
マ
児
童
保
育
課
付
(
補
佐
指

定
)
山
崎
泰
元
(
塩
田
中
央
保
育
園
長
)

マ
第
一
工
事
係
長
(
補
佐
指
定
)
田
中
靖

雄
(
業
務
係
長
)
マ
第
一
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
庶
務
係
長
兼
給
食
係
長
(
補
佐
指

定
)
滝
沢
昭
和
(
応
急
工
事
係
長
)
マ
補

佐
指
定
中
沢
宮
彦
(
青
少
年
係
長
)
、

山
崎
静
男
(
児
童
保
育
課
庶
務
施
設
係

長
)
、
小
林
功
(
川
西
事
業
所
長
)
、
鈴

木
誠
二
工
事
事
務
所
長
)
、
塚
田
基
男

(
第
二
工
事
係
長
)
、
服
部

力
(
図
書

館
庶
務
係
長
)
マ
文
書
係
長
内
藤
政

則
(社
会
教
育
係
長
)
マ
企
画
調
整
係
長

の
兼
務
を
解
く
荒
井
鉄
雄
(
電
算
係

長
)
マ
企
画
調
箆
係
長
寺
沢
勝
二
文

書
係
長
)
マ
と
き
わ
保
育
園
長
(
ブ
ロ

ッ
ク
園
長
)
大
滝
登
志
夫
(
乳
児
院
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テレヒ 1，j+トI(TSB) 長野放送 (NBS)

午前11: 25 -11 : 30 午前 9: 55-10: 00 

位送日
ご不んじですか

放送日
そのときあなたは?

防災ミ ニ百科一 ーく らしの中の防災

4月 作成宣言が出たら 4月 地i}{/ 

21日 一家庭編ー 23日 どの情報を信じればいいの?

~成宣言が出たら 地震/

28日 一職場制一 30日 こわいものは 7

5月 地Uiの時の初期 5月 消火器は

5日 消火の大切さ 7日 どうやって使うの?
ト『

l血山の時の 地震/

12日 避難の，心得 14日 わが家はだいじようぷ?
トーー

I色民の時の応急手当 地震/

19日 -止血法一 21日 ガラスはだいじよう..-i;? 
、ーーーー

地主の時の応急手当 応急手当

26日 一感電一 28日 私iこもできるかしら?..._ 
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:
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1日現在)

(ー434)

(ー283)

(一151) 

(ー262)
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